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気仙沼ベイクルーズ

土・日・祝日
4～11月
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アクセス

大島汽船株式会社
TEL 0226－23－3315
http://www.oshimakisen.com

公式HP instagram

発券所で乗船券をご購入してから発着所へお越し下さい

〒988-0605
宮城県気仙沼市浦の浜
ウェルカム・ターミナル前桟橋
℡ 080-1856-2145

〒988-0018
宮城県気仙沼市南町海岸１-11
℡ 0226-23-3315

【陸前高田方面から】
気仙沼鹿折 ICより約 5分
【仙台方面から】
気仙沼港 ICより約 6分
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穏やかな海、ダイナミックな海岸美。
気仙沼湾を心ゆくまで満喫する、ふたつの船旅。

気仙沼発着コース
1 大型遊覧船：ファンタジー （152t ／定員 300 名）
～海上の特等席で、至福のティータイムを～
波静かな天然の良港・気仙沼湾から、ダイナミックなリアス海岸を巡る癒や
しのクルージングへ。広々とした 2 階建ての船内は、ゆったりと景色を愉し
める開放感あふれる空間です。

•ウミネコとの戯れ空間　展望デッキに出れば、そこは心地よい海風が吹
き抜ける別世界。翼を広げたウミネコたちが間近までやってくる光景は、
ここでしか味わえない感動体験です。
•船上のカフェタイム　船内では、香り高い淹れたての焙煎珈琲を販売し
ております。移りゆく風光明媚な景色を眺めながら、贅沢なひとときをお
過ごしください。

大島発着コース
2 遊覧船：やしま丸 （19t ／定員 151 名） 
～潮風を肌で感じる、クラシカルな冒険へ～
かつて東北最大の有人離島（気仙沼大島）の玄関口として親しまれた航路をゆ
く、情緒あふれる遊覧船です。赤い船体と二本の煙突、そして舵輪をモチーフ
にした装飾が、旅情を誘うクラシカルな雰囲気を醸し出します。

•海を間近に感じる臨場感　海面との距離が近いデッキからは、時折あが
る水しぶきや潮の香りをダイレクトに感じることができます。その圧倒
的なライブ感は、小型船ならではの魅力です。
•一番人気のアトラクション　船を追って舞い飛ぶウミネコたちとの触れ
合いは、大人から子供まで夢中になる一番のアトラクション。迫力とわく
わく感に包まれる、躍動感いっぱいの船旅をお楽しみください。

後部デッキ

2階デッキ

気仙沼大島大橋

２階客室
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気仙沼湾横断橋
（かなえ大橋）

この街は、
海に暮らしている。
気仙沼には、たくさんの見どころがあります。

海の幸、港の風景、町の歴史、人の営み。

けれどこの町は、どれもが海から始まっています。

湾のかたちが港をつくり、港が仕事と暮らしをつくり、

その積み重ねが、気仙沼の文化になってきました。

気仙沼ベイクルーズは、ただ景色を見るだけの遊覧船ではありません。

海から町を眺めることで、気仙沼の歴史と文化のつながりを、

過去・現在・未来を含めて感じてもらうための時間です。

海から、気仙沼を知る。

気仙沼の旅は、そこからはじまります。
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朝ドラロケ地

亀山

みらい造船

柏崎

まぐろ漁船
気仙沼海の市

商港岸壁

牡蠣いかだ

大島ウェルカム・ターミナル（野杜海 “のどか”）

気仙沼
遊覧船発券所

唐桑

大島

牡蠣いかだ
穏やかな大島瀬戸に浮かぶ養殖いかだ群。季節
ごとに表情を変える、豊饒な海ならではの作業
風景を間近に眺めることができます。

気仙沼湾横断橋（かなえおおはし） 
全長 1,344m を誇る壮大な斜張橋。船で真下を
くぐる際、橋の裏側に隠された船乗りだけが知
る「不思議な暗号」を探してみてください。

浮見堂と立ち恵比寿
日本百景選出を記念し建立。全国でも珍しいカ
ツオを釣り上げる「立ち姿」の恵比寿像は、大漁
と安全を願う海の守り神です。

番所根灯標（ばんしょねとうひょう）
航路の難所に立つ重要な道標。かつて暗闇を照
らした「番屋」が名前の由来で、今も昔も変わら
ず船人の安全を見守り続けています。

大型カツオ・まぐろ漁船群
世界三大漁場を控える国内有数の良港。水揚げ
日本一を誇るサメやメカジキ等、大型漁船がず
らりと並ぶ光景は圧巻の迫力です。

気仙沼魚市場
活気あふれる気仙沼の心臓部。かつて「東洋一」
と謳われた市場は、最新の衛生管理施設
（HACCP）を備え、世界へ食文化を発信してい
ます。

亀山（かめやま） 
大島の最高峰（235m）。モノレールで登る山頂
「亀山テラス 360°」からは、気仙沼随一と言われ
る 360度の大パノラマ絶景が広がります。

※亀山モノレールは、令和８年７月開業予定。

舞根湾（もうねわん） 
「森は海の恋人」運動の拠点。山からの養分が注ぐ
汽水域は、太古の自然美を残し、極上の牡蠣を育
む豊かな命のゆりかごです。

みらい造船
震災後に５社が統合して誕生。国内に３か所し
かない「シップリフト方式」を採用した先進的な
造船所です。船のドック作業が見られたら幸
運！

気仙沼大島大橋（鶴亀大橋）
大島と本土を繋ぐ全長356m（みごろ）の美しい
アーチ橋。通称「鶴亀大橋」の名で親しまれる、地
域の願いが込められた縁起の良い橋です。

・・・


